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	応用
	抗原情報
	背景
	700 kD の真核生物翻訳開始因子 3 (eIF3) は最大の eIF であり、EIF2S12 を含む少なくとも 12 のサブユニットを含みます。eIF3 は、40S リボソーム サブユニットに直接結合し、40S 前開始複合体の形成を促進することにより、翻訳に重要な役割を果たします (Mayeur ら、2003 [PubMed 14519125])。[OMIM 提供、2008 年 3 月]、機能: 真核生物翻訳開始因子 3 (eIF-3) 複合体の構成要素であり、タンパク質合成の開始におけるいくつかのステップに必要です。 eIF-3複合体は40Sリボソームと会合し、eIF-1、eIF-1A、eIF-2:GTP:メチオニルtRNAi、およびeIF-5のリクルートメントを促進して43S開始前複合体（43S PIC）を形成します。eIF-3複合体は、43S PICへのmRNAのリクルートメントと、AUG認識のためのmRNAのスキャンを促進します。 eIF-3 複合体は、終結後リボソーム複合体の分解とリサイクルにも必要であり、その後、開始前の 40S および 60S リボソームサブユニットの早期結合を防ぎます。,質量分析: PubMed:17322308,質量分析: PubMed:18599441,PTM:N 末端がブロックされています。,類似性:eIF-3 サブユニット K ファミリーに属します。,サブユニット:真核生物翻訳開始因子 3 (eIF-3) 複合体の構成要素で、EIF3A、EIF3B、EIF3C、EIF3D、EIF3E、EIF3F、EIF3G、EIF3H、EIF3I、EIF3J、EIF3K、EIF3L、および EIF3M の 13 個のサブユニットで構成されています。 eIF-3複合体は3つの安定モジュールを含むと考えられています。モジュールAはEIF3A、EIF3B、EIF3G、EIF3Iから構成され、モジュールBはEIF3F、EIF3H、EIF3Mから構成され、モジュールCはEIF3C、EIF3D、EIF3E、EIF3K、EIF3Lから構成されます。モジュールCのEIF3CはモジュールAのEIF3BとモジュールBのEIF3Hに結合し、3つのモジュールを連結します。EIF3Jは不安定なサブユニットであり、EIF3Bを介してeIF-3複合体に結合します。eIF-3複合体は、栄養枯渇状態においてRPS6KB1と相互作用します。マイトジェン刺激は、FRAP1とRAPTORからなる複合体の結合と活性化を導き、RPS6KB1のリン酸化と遊離、そしてEIF4BとeIF-3の結合を引き起こします。 CCND3 と相互作用しますが、CCND1 および CCND2 とは相互作用しません。,組織特異性: 普遍的に存在し、脳、精巣、腎臓で最も高いレベルで発現します。,
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	EIF3K抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000希釈のeIF3Kポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

